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南 安規（産業技術総合研究所） 

ポリエーテルエーテルケトン(PEEK)，ポリスルホン(PSU)，ポリフェニレンスルフィド(PPS)など

の高機能熱可塑性樹脂，いわゆるスーパーエンジニアリングプラスチック（以下，スーパーエンプラ）

は優れた耐熱性，耐薬品性，自己消火性，機械的強度を有し，自動車の金属部品を代替できるなど理

想的な材料である．汎用プラスチックと比べて 100~150 倍の価格差があるが，年平均成長率が 4.54%

と予測されるなど潜在的な需要が高い．このように，スーパーエンプラは社会の構築に不可欠である

が，その高い安定性のため，スーパーエンプラのケミカルリサイクルは困難を極める．事実，発表者

が研究に着手する以前では，数例にとどまっていた．したがって，未来社会に求められる資源循環お

よび経済を持続するためにも，スーパーエンプラの革新的なケミカルリサイクル法の開発が切望され

る． 

こうした背景のもと，発表者はスーパーエンプラなどの難分解性樹脂のケミカルリサイクルに関す

る研究に取り組んできた．この中で、溶媒に不溶な PPS のパラジウム錯体触媒によるベンゼンへの分

解技術の開発に成功している 1)．この成果をもとに，発表者は，代表的なスーパーエンプラである

PEEK のモノマー単位への精密変換に成功した（図１）2)．本法は，PEEK 粉末，またはペレットに対

し，硫黄化合物の 2－フェニルエチルチオールと塩基の tert-ブトキシナトリウムを用いて，N,N-ジ

メチルアセトアミド(DMAc)中，150 ºC で 20 時間反応させると，PEEK の炭素－酸素主鎖結合が精

密に切断され，解重合が円滑に進行するものである．この時，ベンゾフェノン由来の分解物は求核性

を持つソディウム 4,4’-ベンゾフェノンジチオラートとして存在しているため，いろいろな有機ハロ

ゲン化物と連続して反応させることができる．解重合生成物のジチオベンゾフェノンを反応性の高い

モノマーに変換することによって，さまざまなポリマーの合成も可能である． 
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